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カットインなどで加点し、リズムが悪くなるとオフェンスシステムをセンタースリーからダブルポスト

後半、東陽は前半見せた速攻やパス回しが見られずミスが多く目立った。一方明野は、速攻

吉良からＰＰ藤原へのパスが通り勝ち越しに成功し前半を終えた。

会場 ： 大分市立王子中学校体育館

平成２３年度 第４９回 大分県中学校総合体育大会

1924明野中 東陽中

長くは続かず２３分に１０対１０の同点と成った。追い上げムードを維持した明野は、２年生ＢＰ

へ変更し終始ゲームを支配し勝利した。
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試合開始５分で東陽中が、４－１とリードする。東陽は、明野のミスを速攻へとつなぎ加点して

行く。明野は、セットオフェンスからの単発シュートが多くミスも目立った。しかし、東陽の勢いも


